
第７次熊本県保健医療計画の策定に係る基本方針

○医療法第30条の４の規定に基づく「医療計画」として、本県における医療提供体制の整備の方向性等を示すものであ
り、平成29年３月に策定した「熊本県地域医療構想」を推進するもの。

○県政の基本方針である「熊本復旧・復興４カ年戦略」と一体的に推進する、本県の保健医療分野の基本的な計画とす
る。なお、計画の推進に当たっては、行政機関、県民、保健医療関係者、関係団体等が一体となって取り組む。

１．計画策定の趣旨等

○平成30年度から平成35年度まで（６年間※） ※第６次計画まで計画期間は５年間

２．計画期間

○計画の構成・体系について・・・・・資料１-２「第７次熊本県保健医療計画の構成・体系（案）」のとおり

○計画に定める項目について・・・・・資料１-３「第７次熊本県保健医療計画の項目（案）」のとおり

○基本目標の設定について・・・・・資料１-４「基本目標の設定」のとおり

○施策の柱の設定について・・・・・資料１-５「施策の柱の設定」及び１-６「基本目標・施策の柱・項目の関係」のとおり

３．基本的な考え方

○二次保健医療圏とは、特殊な医療を除く入院医療の需要に対応し、一般的な保健医療が概ね完結できる体制整備を
目指す圏域

○「熊本県地域医療構想」の構想区域と一致させる方針※
※平成29年3月15日開催の熊本県保健医療推進協議会にて説明済み

○熊本圏域と上益城圏域を統合し、10圏域を設定※ ※資料１-７「第７次熊本県保健医療計画の二次保健医療圏（イメージ）」参照

熊本・上益城、宇城、有明、鹿本、菊池、阿蘇、八代、芦北、球磨、天草

４．二次保健医療圏の設定

資料１

平成29年7月13日
熊本県健康福祉部健康福祉政策課

○策定スケジュールについて・・・・・補足資料３「第７次熊本県保健医療計画策定スケジュール」

参考



 

 

第７次熊本県保健医療計画の構成・体系（案） 

１．第６次計画の総合評価において、全体として取組みを概ね予定どおりに推進できたことから、計画の基
本的な構成（「①基本構想」「②基本計画」「③計画の実現に向けて」）を維持 

２．「①基本構想」の中で第７次計画の「基本目標」を設定し、その目標を実現するための「施策の柱」を
「②基本計画」の中に設定 

３．「熊本県地域医療構想」（平成29年３月策定）を推進するため、その方向性等を「①基本構想」に追加 
４．熊本地震からの復興や教訓を踏まえた対応等について「②基本計画」に追加 

 

 

〔 施 策 の 柱 〕 
 

 ○子どもの頃からの生涯を通じた健康づくり 
 
 ○安心して暮らせる保健医療の推進 
  
 ○保健医療関係の人材の確保と資質の向上 
 
 ○健康危機に対応した体制づくり 

〔 基 本 目 標 〕 

  いつまでも健康で、 

   安心して暮らせるくまもと 
 ～県民一人ひとりが、生涯を通じて、住み慣れた地域で、 

     健康で楽しく、安心安全に暮らせる保健医療の推進～ 

 

③計画の実現に向けて（県民・関係機関の役割、進行管理など） 

第６次熊本県保健医療計画 

〔 地域保健医療計画 〕※2 

二次保健医療圏ごとに、地域の特性に応じた取組み
や重点的な取組みを記載する１１の計画 

①熊本 ②宇城 ③有明 ④鹿本 ⑤菊池 ⑥阿蘇 

⑦上益城 ⑧八代 ⑨芦北 ⑩球磨 ⑪天草  

第７次熊本県保健医療計画 

地域医療構想の推進 

①
基
本
構
想 

〔 基 本 目 標 〕 

  安全安心な暮らしに向けた、 
    一人ひとりの健康づくりと 
    地域における保健医療の提供 

③計画の実現に向けて（県民・関係機関の役割、進行管理など） 

 二次保健医療圏ごとに、地域の課題の掘り下げや連携体制の
構築など、地域の特性応じた重点的な取組み等を記載する１０
の計画を策定（県計画と整合を図る） 

  ①熊本・上益城 ②宇城 ③有明 ④鹿本 ⑤菊池 

  ⑥阿蘇  ⑦八代  ⑧芦北  ⑨球磨  ⑩天草  

第７次地域保健医療計画 

（新） 

①
基
本
構
想 

②
基
本
計
画 

国の指針、熊本県地域医
療構想の策定を踏まえて
追加 

第６次計画の総合評価、
熊本復旧・復興４カ年戦
略を踏まえた変更 

「施策の柱（４本）」は基本
的に維持（項目に大きな変
更がなかったため） 

熊本地震からの創造的復
興や教訓を生かした取組
みに関する内容を整理 

第６次評価を踏まえ、地
域計画は課題の掘り下げ
や、重点的な取組みの推
進といった役割を明確化 

〔 施 策 の 柱 〕 

（案）子どもの頃からの生涯を通じた健康づくり 

（案）地域で安心して暮らせる保健医療の提供 

（案）地域の保健医療を支える人材の確保・育成 

（案）健康危機に対応した体制づくり 

②
基
本
計
画 

熊本地震からの医療提供体制の創造的復興 （新） 

資料１-２ 
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第１項　子どもの頃からのより良い生活習
慣の形成

第１項　子どもの頃からのより良い生活習慣の形成

第２項　生涯を通じた健康づくりの推進 第２項　生涯を通じた健康づくりの推進

第１項　医療機能の適切な分化と連携 第１項　医療機能の適切な分化と連携

第２項　医療に関する情報提供 第２項　医療情報の提供・ネットワーク化

第３項　医療安全対策 第３項　医療安全対策

第４項　医療に関する情報化 第４項　人権に配慮した保健医療

第５項　人権に配慮した保健医療 第５項　臓器移植

第６項　保健所の機能強化 第６項　血液の確保

第１項　がん 第１項　がん

第２項　脳卒中 第２項　脳卒中

第３項　急性心筋梗塞 第３項　心筋梗塞等の心血管疾患

第４項　糖尿病 第４項　糖尿病

第５項　精神疾患 第５項　精神疾患

第６項　認知症 第６項　認知症

第７項　難病 第７項　難病

第８節　アレルギー疾患

第９節　今後高齢化に伴い増加する疾患

第１項　在宅医療 第１項　在宅医療

第２項　救急医療 第２項　救急医療

第３項　災害医療 第３項　災害医療

第４項　へき地の医療 第４項　へき地の医療

第５項　周産期医療 第５項　周産期医療

第６項　小児医療（小児救急医療を含む） 第６項　小児医療（小児救急医療を含む）

第７項　歯科保健医療対策 第７項　歯科保健医療対策

第８項　母子保健 第８項　母子保健

第９項　高齢者保健医療福祉（介護保険含む） 第９項　高齢者保健医療福祉（介護保険含む）

第１０項　障がい保健医療福祉 第１０項　障がい保健医療福祉

第１１項　臓器移植

第１２項　血液の確保

第１項　感染症 第１項　感染症対策の推進

第２項　結核 第２項　輸入感染症

第３項　エイズ・性感染症 第３項　結核

第４項　肝炎 第４項　エイズ・性感染症・ＨＴＬＶ-１（ヒトＴ細胞白血病ウイルス）

第５項　ＨＴＬＶ－１（ヒトＴ細胞白血病ウイルス） 第５項　肝炎

第６項　新型インフルエンザ 第６項　新型インフルエンザ

第１項　食中毒・食品安全

第２項　医薬品等の安全対策

第６次熊本県保健医療計画の項目 第７次熊本県保健医療計画の項目（案）

第１編
基本構想

第１章　計画策定の考え方
第１編
基本構想

第１章　計画策定の考え方
第２章　計画改訂の背景 第２章　計画改訂の背景
第３章　計画の目標と施策の柱 第３章　計画の目標と施策の柱

第４章　地域医療構想の推進　※概要を記載し、「第２編 基本計画」で具体的施策を推進

第３節　健康を支え、守るための社会環境の整備 第３節　健康を支え、守るための社会環境の整備

第３章　安心して
暮らせる保健医療
の推進

第１節　住民・患者の立
場に立った保健医療施策
の推進

第２節　感染症への対策

第２節　疾病に応じた保
健医療施策の推進

第３節　特定の課題に応
じた保健医療施策の推進

第１節　医師

第４章　地域の保
健医療を支える人
材の確保・育成

第１節　医師
第２節　歯科医師 第２節　歯科医師
第３節　薬剤師 第３節　薬剤師
第４節　保健師・助産師・看護師・准看護師 第４節　保健師・助産師・看護師・准看護師

第８節　介護・福祉従事者 第８節　介護・福祉従事者

第１節　住民、患者の立
場に立った保健医療の推
進

第２節　疾病に応じた保
健医療対策の推進

第１節 健康危機管理に関する体制

第３節　特定の課題に対
応した保健医療対策の推
進

第３編　計画の実現に向けて 第３編　計画の実現に向けて

第５章　健康危機
に対応した体制づ
くり

第２節　感染症への対策

第５節　生活衛生

第６章　熊本地震か
らの医療提供体制の
創造的復興

第１節　医療提供体制の回復・充実

第２節　保健医療を支える人材確保等（県外流出防止等）
第３節　熊本地震の教訓を踏まえた取組み等

第３節　医薬品等の安全対策 第３節　食品、医薬品等
の安全対策第４節　食品の安全確保と衛生管理

第５章　健康危機
に対応した体制づ
くり

第１節 健康危機管理に関する体制

第２編
基本計画

第３章　地域で安
心して暮らせる保
健医療の提供

第４章　保健医療
関係の人材の確保
と資質の向上

第６節　歯科衛生士・歯科技工士

第１章　保健医療圏の設定と基準病床数 第１章　保健医療圏の設定と基準病床数

第２章　子どもの
頃からの生涯を通
じた健康づくり

第１節 子どもの頃から
の生涯を通じたより良い
生活習慣の形成及び健康
づくりの推進

第２章　子どもの
頃からの生涯を通
じた健康づくり

第１節 子どもの頃から
の生涯を通じたより良い
生活習慣の形成及び健康
づくりの推進

第２節　生活習慣病の発症予防と重症化予防 第２節　生活習慣病の発症予防と重症化予防

第５節　管理栄養士・栄養士
第６節　歯科衛生士・歯科技工士

第７節　その他の保健医療従事者

第５節　管理栄養士・栄養士

第７節　その他の保健医療従事者

第２編
基本計画

★次期ヘルスプラン項目名 
 に合わせて変更予定 

計画全体の考え方に当たる「基本構想」に、
2025年の目指すべき医療提供体制等を定
めた「地域医療構想」の視点を追加 

関係計画である「くまもと21ヘルスプラン

（熊本県健康増進計画）」の改定内容を反映 

第６次計画の総合評価を踏まえ、住民・患者

の立場から施策を推進していく項目を整理 

保健所の役割は項目ごとに記載するよう整理 

平成29年３月31日付け厚生労働省医政局
長通知「医療計画の作成について（医療計
画作成指針）」を踏まえた対応 

（新） 

（新） 

（新） 

（移行） 

各項目に記載した熊本地震からの復興や教訓
を生かした取組みに関する内容を整理 

（整理） 

（整理） 

（新） 

（整理） 

（整理） 

（移行） 

第６次計画の総合評価を踏まえた取組みの
具体化や整理、社会情勢の変化を踏まえた
新たな課題への対応を追加 

施策の柱 

施策の柱 

施策の柱 

施策の柱 

第７次熊本県保健医療計画の項目（案） 
資料１-３ 
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「基本目標」の設定（案）

【第７次計画の「基本目標」の考え方】

○これまでの県保健医療計画との継続性を考慮

○2025年に向けた、地域包括ケアシステムの構築、地域医療構想の推進、健康寿命の延伸
など、保健医療施策の大きな方向性を踏襲

○県の基本方針である「熊本復旧・復興４カ年戦略」の策定趣旨を踏襲

※策定時期H20.12月

計画期間：平成20～23年度

長寿安心くまもと
住み慣れた地域で安心して暮ら
すことができる社会

※策定時期H24.6月

計画期間：平成24～27年度

いつまでも楽しく、元気
で、安心して暮らせるくま
もと

※策定時期H28.12月

計画期間：平成28～31年度
安心で希望に満ちた暮らしの創造

～安心・希望を叶える～

４
カ
年
戦
略

※策定時期H20.3月

計画期間：平成20～24年度

安心安全な医療体制の整備
誰もが生涯を通じて住み慣れた地域で
安心して生活を楽しむことができる

※策定時期H25.3月

計画期間：平成25～29年度

いつまでも健康で、
安心して暮らせるくまもと
県民一人ひとりが、生涯を通じて、
住み慣れた地域で、健康で楽しく、
安心安全に暮らせる保健医療の推進

※策定予定時期H30.3月

計画期間：平成30～35年度

安全安心な暮らしに向けた、

一人ひとりの健康づくりと

地域における保健医療の提供

保
健
医
療
計
画

「基本目標」＝ 計画全体の“目指す姿”として設定

第５次計画 第６次計画 第７次計画（案）

第Ⅰ期 第Ⅱ期 第Ⅲ期

資料１-４

【第７次計画の「基本目標」の表す意味】

○「熊本復旧・復興４カ年戦略」に掲げる「安全安心な暮らし」の実現に向けて、県民一人ひ
とりが健康に生活することを基本として、災害時や緊急時にも安全安心に対応でき、効率的
で質の高い地域における医療提供体制の確立を目指す。

○本人や家族が希望すれば、住み慣れた地域で可能な限り安心して暮らせるよう、地域包括ケ
アシステムの構築を目指す。 5



〔施策の柱〕

①子どもの頃からの生涯を通じた健康づくり

②安心して暮らせる保健医療の推進

③保健医療関係の人材の確保と資質の向上

④健康危機に対応した体制づくり

「施策の柱」の設定（案）
「施策の柱」＝ 「基本目標」を達成するため、「基本計画」に定める

多様な項目を体系的に整理する施策の大きな方向性

第６次県計画の「施策の柱」

〔施策の柱〕

案①「子どもの頃からの生涯を通じた健康づくり」

案②「地域で安心して暮らせる保健医療の提供」

案③「地域の保健医療を支える人材の確保・育成」

案④「健康危機に対応した体制づくり」

第７次県計画の「施策の柱」（案）

案「熊本地震からの医療提供体制の創造的復興」

熊本地震関係の対応等

【施策の柱の設定の考え方】

・基本計画に定める項目（施策の柱の中身に相当）に大きな変更がなかったた
め、第６次計画で設定した４本の「施策の柱」を基本的に維持

・「基本目標」に沿って「地域」の視点を加えて、施策の柱②と③を一部修正

※熊本地震関係の対応等については、施策の柱とは別に各項目の内容から関係部分をとりまとめる

健康増進計画（ヘルスプラン）に関する柱

保健医療施策（疾病・事業等）に関する柱

医療・保健・福祉関係の人材確保等に関する柱

健康危機管理体制の整備等に関する柱

資料１-５
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「基本目標」「施策の柱」「項目」の関係
安全安心な暮らしに向けた、

一人ひとりの健康づくりと地域における保健医療の提供
基本
目標

施策
の柱

子どもの頃からの生涯を
通じた健康づくり

地域で安心して暮らせ
る保健医療の提供

地域の保健医療を支える
人材の確保・育成

健康危機に対応した体
制づくり

項目

①子供の頃からの生涯を
通じた健康づくり

・子供の頃からのより良い生

活習慣の形成

・生涯を通じた健康づくりの

推進

②生活習慣病の発症予防
と重症化予防

③健康を支え、守るための
社会環境の整備

①住民・患者の立場に立った
保健医療施策の推進
・医療機能の適切な分化と連携
・医療情報の提供・ネット
ワーク化

・医療安全対策
・人権に配慮した保健医療
・臓器移植 ・血液の確保

②疾病に応じた保健医療
施策の推進
・５疾病（がん、脳卒中、
心筋梗塞等の心血管疾患、
糖尿病、精神疾患）

・認知症 ・難病
・アレルギー疾患
・高齢化に伴い増加する疾患

③特定の課題に応じた保
健医療施策の推進
・５事業（在宅医療、救急医
療、災害医療、へき地医療、
周産期医療、小児医療）

・歯科保健医療 ・母子保健
・高齢者保健医療福祉
・障がい保健医療

①医師

②歯科医師

③薬剤師

④保健師・助産師・看護
師・准看護師

⑤管理栄養士・栄養士

⑥歯科衛生士・歯科技工士

⑦その他の保健医療従事者

⑧介護・福祉従事者

①健康危機管理に関する
体制

②感染症への対策
・感染症対策の推進

・輸入感染症 ・結核

・エイズ・性感染症・

HTLV-1

・肝炎

・新型インフルエンザ

③食品・医薬品等の安全
対策
・食中毒、食品安全

・医薬品等の安全対策

熊本地震からの医療提供体制の創造的復興
熊本
地震

資料１-６
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第７次熊本県保健医療計画の⼆次保健医療圏（イメージ）

＊圏域ごとの人口は、熊本県推計人口調査
（平成28年10月1日現在）より、千人未満
を四捨五入して記入

二次保健医療圏の設定に当たって、「熊本県地域医療構想」（平成29年３月策定）の構想区域と一致

させる方針であることから、熊本圏域と上益城圏域を統合する。

熊本市

荒尾市

玉名市

南関町

長洲町

和
水
町

菊池市

大津町

菊陽町

合志市

南小国町

小国町

産山村

高森町

西原村

御船町

嘉島町

益城町

甲佐町

山都町

宇城市

宇土市

八代市

芦北町

津奈木町

水俣市

人吉市
錦町

あさぎり町

多良木町

湯前町

水上村

相良村

五木村

山江村

球磨村

天草市

上天草市

苓北町

山鹿市

阿蘇市

南阿蘇村

美里町

玉
東
町

氷
川
町

熊本・上益城圏域
823千人

宇城圏域
106千人

天草圏域
115千人

芦北圏域
47千人

球磨圏域
88千人

八代圏域
139千人

阿蘇圏域
63千人

有明圏域
160千人

菊池圏域
182千人

鹿本圏域
52千人

資料１-７
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項目別素案作成に係る留意事項

１．熊本県地域医療構想で定める「将来の目指すべき医療提供体制」の実現に向けた
３つの方向性について、内容に反映する。

①病床機能の分化と連携 ②在宅医療等の充実 ③医療従事者・介護従事者の養成・確保

１．第６次計画の総合評価から見えてくる課題等を踏まえ、内容に反映する。

◎ 分野（項目）別の協議会等で、しっかりと掘り下げた検討・協議を行う。

２．熊本地震からの創造的復興や教訓を踏まえた対応等について、内容に反映する。

２．国の通知で示された新たに対応すべき事項等について、内容に反映する。

①「医療計画の作成について（医療計画作成指針）」（平成29年３月31日付け厚生労働省医政局長通知）
②「疾病・事業及び在宅医療に係る医療体制について」（平成29年３月31日付け同局地域医療計画課長通知）

３．社会情勢の変化、県民意識調査の結果等を踏まえ、内容に反映する。

通常の計画改定時の留意点

今回の新たな留意点

◎ 保健医療推進協議会で、項目について横断的な検討・協議を行う。

検討体制の見直しに伴う留意点

補足資料１
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審
議
会
・
協
議
会
等

事
務
局

①
熊
本
県
地
域
医
療
構
想
検
討
専
門
委
員
会
（
H
2
7.6
.4
～
2
9
.2
.2
2）

②
各
地
域
医
療
構
想
検
討
専
門
部
会
（
H
2
7.7
.3
～
2
8
.1
2.2
1）

医
療
政
策
課

①
熊
本
県
地
域
医
療
構
想
調
整
会
議
（
H
2
9.6
.3
0～
）

②
各
地
域
医
療
構
想
調
整
会
議
（
H
2
9年
度
設
置
予
定
）

医
療
政
策
課

熊
本
県
医
療
対
策
協
議
会

医
療
政
策
課

が
ん

熊
本
県
が
ん
対
策
推
進
懇
話
会
（
H
2
1
.1
0～
）

健
康
づ
く
り
推
進
課

脳
卒
中

熊
本
県
脳
卒
中
医
療
推
進
検
討
会
議
（
H
2
0.1
1
.1
8
～
）

医
療
政
策
課

心
筋
梗
塞
等
の
心
血
管

疾
患

熊
本
県
心
筋
梗
塞
等
の
心
血
管
疾
患
医
療
推
進
検
討
会
議
（
H
2
1
.3
.9
～
）

（
旧
熊
本
県
急
性
心
筋
梗
塞
医
療
推
進
検
討
会
議
）

医
療
政
策
課

糖
尿
病

く
ま
も
と
２
１
ヘ
ル
ス
プ
ラ
ン
推
進
委
員
会
（
H
1
2
.8
,3
0～
）

　
※
「
く
ま
も
と
２
１
ヘ
ル
ス
プ
ラ
ン
」
の
検
討
の
場

健
康
づ
く
り
推
進
課

精
神
疾
患

熊
本
県
精
神
保
健
福
祉
審
議
会
（
S
4
0
.1
0.1
2）

障
が
い
者
支
援
課

認
知
症

①
熊
本
県
認
知
症
疾
患
医
療
連
携
協
議
会
（
H
2
2.2
.1
7～
）

②
熊
本
県
社
会
福
祉
審
議
会
高
齢
者
専
門
分
科
会
保
健
福
祉
部
会

認
知
症
対
策
・
地
域
ケ
ア
推

進
課

救
急
医
療

熊
本
県
救
急
医
療
専
門
委
員
会
（
H
2
0.1
2
.1
～
）

医
療
政
策
課

災
害
医
療

熊
本
県
災
害
医
療
提
供
体
制
検
討
委
員
会
（
H
2
4.1
1.2
2
～
）

医
療
政
策
課

へ
き
地
医
療

熊
本
県
へ
き
地
保
健
医
療
対
策
に
関
す
る
協
議
会
（
H
1
5.9
.1
～
）

医
療
政
策
課

周
産
期
医
療

熊
本
県
周
産
期
医
療
協
議
会
（
H
1
5.4
.1
～
）

医
療
政
策
課

小
児
医
療

熊
本
県
小
児
医
療
体
制
検
討
会
議
（
H
1
8.8
.3
1～
）

医
療
政
策
課

在
宅
医
療

熊
本
県
在
宅
医
療
連
携
体
制
検
討
協
議
会
（
H
2
5.5
.1
4～
）

認
知
症
対
策
・
地
域
ケ
ア
推

進
課

難
病

難
病
医
療
連
絡
協
議
会
（
H
1
1
.3
.1
6～
）

健
康
づ
く
り
推
進
課

歯
科
保
健
医
療

熊
本
県
歯
科
保
健
推
進
会
議
（
H
1
7.3
.2
2～
）

健
康
づ
く
り
推
進
課

母
子
保
健

子
ど
も
子
育
て
会
議
（
H
2
5
.1
0
.1
1～
）

　
※
「
く
ま
も
と
子
ど
も
・
子
育
て
プ
ラ
ン
」
の
検
討
の
場

子
ど
も
未
来
課

高
齢
者
保
健
医
療
福
祉

（
介
護
保
険
含
む
）

熊
本
県
社
会
福
祉
審
議
会

高
齢
者
福
祉
専
門
分
科
会
保
健
福
祉
推
進
部
会

高
齢
者
支
援
課

発
達
障
が
い
（
児
）
者
保
健

医
療
福
祉

障
が
い
者
施
策
推
進
審
議
会
（
S
4
8～
）

　
※
「
く
ま
も
と
障
が
い
者
プ
ラ
ン
」
の
検
討
の
場

障
が
い
者
支
援
課

重
症
心
身
障
が
い
（
児
）
者

保
健
医
療
福
祉

障
が
い
者
施
策
推
進
審
議
会
（
S
4
8～
）

　
※
「
く
ま
も
と
障
が
い
者
プ
ラ
ン
」
の
検
討
の
場

障
が
い
者
支
援
課

臓
器
移
植

熊
本
県
移
植
医
療
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会
（
H
2
3.7
.2
9
～
）

薬
務
衛
生
課

血
液
の
確
保

熊
本
県
献
血
推
進
協
議
会
（
S
4
7
.1
1.2
4
～
）

薬
務
衛
生
課

肝
炎

熊
本
県
肝
炎
対
策
協
議
会
（
H
2
1
.4
.2
2～
）

健
康
危
機
管
理
課

結
核

熊
本
県
結
核
対
策
推
進
会
議
（
H
2
3.1
.2
8～
）

健
康
危
機
管
理
課

エ
イ
ズ

熊
本
県
エ
イ
ズ
対
策
会
議
（
H
4
.5
.2
9～
）

健
康
危
機
管
理
課

そ
の
他

保
健
医
療

分
　
野

５
疾
病
・

認
知
症

５
事
業
・

在
宅
医
療

構
想
区
域

(＝
⼆
次
保
健
医
療
圏
)

地
域
医
療
構
想
の
推
進

医
師
確
保
等

分
野
別
検
討
体
制

補
足
資
料
２
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29.7.13現在

４－６月 ７－９月 １０－１２月 １－３月

分野別（５疾病・５事業
及び在宅医療など）

【関係計画】

第７期熊本県高齢者福祉計
画・介護保険事業支援計画

第４次くまもと２１ヘルスプ
ラン（熊本県健康増進計画）

計　　画　　名 H28年度
H29年度

第７次熊本県保健医療計画

熊本県地域医療構想

～3月 第６次

計画総合評価

～3月 県民意

識調査

～２月 最終案の調整
～6月末 基本方針の検討
（基本目標・施策の柱・項目）

～8月末 素案の作成

7/13
保健医療推進協議会

3月
医療審議会諮問・答申

12月厚生常任委員会報告 2月厚生常任委員会報告

6/30
県地域医療構想調整会議

～12月 案の作成

1月～ 関係団体等意見聴取

3/15
保健医療推進協議会

1月～ パブリックコメント

2月
県地域医療構想調整会議

9月
保健医療推進協議会

12月
保健医療推進協議会

地域医療

構想策定

（県）

（構想区域）
7月以降
地域医療構想調整会議

10月
地域医療構想調整会議

3月
地域医療構想調整会議

6～8月 分野別協議会等
（１回目）

10～12月 分野別協議会等
（２、３回目）

素案作成

2月議会議決

12月パブコメ

7月 各種調査開始

10月くまもと21
ヘルスプラン
推進委員会

1月くまもと21
ヘルスプラン
推進委員会

素案作成

6月 計画検

討部会

12月厚生常任委員会報告

1月パブコメ計画案作成

2月厚生常任委員会報告

関係者への意見照会

6/5保健福祉推進部会 8～9月保健福祉推進部会 11～12月保健福祉推進部会 1～2月保健福祉推進部会

12月厚生常任委員会報告9月厚生常任委員会報告

3/17くまもと21
ヘルスプラン
推進委員会

たたき台作成県の基本方針等の作成

3/16保健福祉推進部会

計
画
策
定

9月 計画検

討部会

第７次熊本県保健医療計画策定スケジュール 補足資料３
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